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燧灘沿岸：約574km

愛媛県沿岸の概要（今回の津波浸水想定の対象範囲）

●燧灘沿岸
延長約574km

●伊予灘沿岸
延長約385km

沿岸東部では、松山平野
が広がり、砂浜海岸が多
い。沿岸西部では、山が
海に迫り海岸線は変化に
富んでいる。

●宇和海沿岸
延長約742km

四国の陸地部としまなみ
海道が渡る島嶼部に大
きく区分される。

海岸線総延長
約1701km

ひうちなだ

い よ な だ

う わ か い
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沿岸一帯はリアス式海
岸で、自然海岸率が高い。

燧灘沿岸（しまなみ海道）

伊予灘沿岸（五色姫海浜公園）

宇和海沿岸（高茂岬）



基本的な考え方

１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理
２）下図のようなグラフを作成し、最大クラスの津波となる可能性のある対象津波群

の中から、津波高さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波とし
て選定

３）この津波を対象に、一定の悪条件の下、津波浸水シミュレーションを実施し、
浸水域及び浸水深を算定

図 最大クラスの津波を選定するためのグラフ

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成24年10月）より）

対象津波群の中から最大クラス津波を選定

2

過去に愛媛県沿岸に襲来した記録等がある既往津波

出典：理科年表、日本被害津波総覧【第２版】、津波痕跡データベース、日本の地震断層パラメター・ハンドブック、

愛媛県津波痕跡調査業務報告書（平成25年1月）

※2 東北地方太平洋沖地震、
チリ地震は、ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ
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※1 宝永地震以前の地震は、愛媛県では
津波痕跡が発見されていないが近隣
県では痕跡のある大地震

※2

※2

※1

2011年 東北地方太平洋沖地震

1498年 明応地震

1854年 安政東海地震

1707年 宝永地震

1605年 慶長地震

1968年 日向灘沖地震

1099年 康和地震

1944年 東南海地震

1946年 昭和南海地震

1361年 正平地震
1854年 安政南海地震

1662年 日向灘沖地震

1960年 チリ地震

887年 仁和地震

1961年 日向灘沖地震

1931年 日向灘沖地震

1970年 日向灘沖地震

1941年 日向灘沖地震

684年 白鳳南海地震

1968年 十勝沖地震

1939年 日向灘沖地震

1984年 日向灘沖地震

1096年 永長地震



出典：南海トラフの巨大地震モデル検討会(第二次報告)(平成24年8月29日)

想定津波について
中央防災会議「東南海･南海地震等に関する専門調査会」から公表された「東南海･南海地震」

に伴う津波に加え、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が公表した津波断層モデルに
よる津波について検討

4

最大クラスの津波の選定
愛媛県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される津波断層モデルとして、内閣府「南

海トラフの巨大地震モデル検討会」公表の11モデルのうち、以下の３つのモデルを選定

対象津波 南海トラフの巨大地震モデル検討会（H24）

マグニチュード Mw=9.1

使用モデル 「南海トラフの巨大地震モ
デル検討会」ケース①

：「駿河湾～紀伊半島沖」に
「大すべり域＋超大すべり
域」を設定

「南海トラフの巨大地震モ
デル検討会」ケース⑤

：「四国沖～九州沖」に「大
すべり域＋超大すべり域」
を設定

「南海トラフの巨大地震モ
デル検討会」ケース⑪

：「室戸岬沖」と「日向灘」に
「大すべり域＋超大すべり
域」を2箇所設定

波源域

初期水位

変動量の

分布

（=海底変位量
の鉛直分布）

出典：南海トラフの巨大地震モデル検討会(第二次報告)(平成24年8月29日) 5

破壊開始点 津波 破壊開始点 津波 破壊開始点 津波

最大鉛直変位量（10.0m）最大鉛直変位量（10.0m）最大鉛直変位量（11.8m）



各種条件設定について（概要）
１）潮位については、各沿岸毎に「朔望平均満潮位」を設定 (T.P.＋1.01m～+1.89m）
２）地盤の沈下については、断層モデルから沈降量を算定し、その結果を用いて陸域の地形データの高さから差し引く
（最大沈下量 約2m）

３）地震動については、下表及びフローのとおり、各種施設の技術的評価結果に基づき判定
４）津波の越流については、越流と同時に各種施設とも「破壊」（比高ゼロ）

（「津波浸水想定の設定の手引きVer.2.00」
国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか,平成24年10月）より
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設定した津波浸水想定の項目について
■基本事項
○浸水域

海岸線から陸域に津波が遡上すること
が想定される区域

○浸水深
陸上の各地点で水面が最も高い位置
にきたときの地面から水面までの高さ

■参考事項
○津波水位

津波襲来時の海面高さ
（標高で表示、地盤沈降量を考慮）

○海面変動影響開始時間
海域を伝播してきた津波により、地震発生
直後の水位から±20cm（海辺にいる人々の
人命に影響が出る恐れのある水位変化）
の変化が生じるまでの時間

○最大津波水位到達時間
最大津波水位が到達するまでの時間
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最高津波水位
(T.P. m)

海面変動影響
開始時間(分)

最高津波水位
到達時間(分)

1 愛南南 6.8～16.7 4 37
2 愛南北 5.3～12.8 4 40
3 宇和島 5.2～8.8 12 50
4 宇和島・西予 4.8～9.3 4 72
5 八幡浜・西予 5.1～9.3 6 81
6 伊方 3.3～21.3 9 73
7 伊予灘 2.9～4.6 4 142
8 燧灘 2.9～3.6 5 407
9 宇和島沖島嶼部 5.0～10.1 11 48

10 伊予灘島嶼部 2.7～3.9 8 429
11 燧灘島嶼部 2.7～3.3 5 372

地域海岸

計算結果について

■ 基本事項
○ 浸水域、浸水深 ： 愛媛県津波浸水想定図のとおり

■ 参考事項烏
○ 最高津波水位、海面変動影響開始時間、最高津波水位到達時間

※ 「最高津波水位」は、海岸線から沖合約30mの地点における最高の津波の高さを標高で表示
※ 「海面変動影響開始時間」は、各地域海岸の代表港湾の中での最短となる時間を表示
※ 「最高津波水位到達時間」は、各地域海岸の代表港湾の中での最高津波水位の地点において、

最高津波水位となる時間を表示
ただし、宇和島沖島嶼部については代表港湾を設定していないため、地域海岸全体の中での時間を表示 8

設定した津波浸水想定の活用について

○ 津波避難意識の向上
・最大クラスの津波リスクの正しい認識に活用

○ 津波避難体制の構築
・最大クラスの津波から避難するために必要な
避難場所、避難路の位置・高さ等の把握に活用

■津波防災地域づくりの推進

・津波避難訓練の実施
県と市町が連携した津波避難訓練を実施
（H23～25）

・市町における津波避難計画策定の推進

・避難路の整備
県補助事業による避難路の整備（H24～25）

・津波避難ビルの指定拡大
八幡浜市21箇所、新居浜市10箇所、宇和島市12箇
所、西予市1箇所を指定（H26.3.31現在）また、
西条市においても津波避難ビルの指定を検討

・津波災害警戒区域等の指定
区域指定に向け連絡調整会議等の設置検討
（関係市町、国土交通省四国地方整備局、愛媛県）

・津波防護施設の整備を検討

【愛媛県津波避難訓練】
愛媛県愛南町
（H24.1.22)

【津波避難ビル】
（愛媛県八幡浜市）

【避難路】（愛媛県八幡浜市）
※避難路の手すりを整備

（高台への避難）
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「津波防災地域づくりに
関する法律」に基づく津
波災害警戒区域等のイ
メージ



参 考 資 料
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地域海岸の区分
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⑦

①

⑧

⑪

⑩

②

③

④
⑤

⑥

⑨

県境岬状の高茂岬で
区分

岬状の由良岬で
区分

岬状の蒋淵地先
の岩崖で区分

岬状の大崎鼻で
区分

岬状の女子鼻で
区分

岬状の佐田岬で
区分

岬状の梶取ノ鼻
で区分

県境

離島部

離島部

離島部

番号 地域海岸名

1 愛
あい

南南
なんみなみ

2 愛
あい

南北
なんきた

3 宇和島
う わ じ ま

4 宇和島
う わ じ ま

・西予
せ い よ

5 八幡浜
や わた は ま

・西予
せ い よ

6 伊方
い か た

7 伊予灘
い よ な だ

8 燧灘
ひうちなだ

9 宇和島
う わ じ ま

沖
おき

島嶼部
と うし ょ ぶ

10 伊予灘
い よ な だ

島嶼部
と うしょ ぶ

11 燧灘
ひうちなだ

島嶼部
とう しょ ぶ



最大クラスの津波の対象津波群
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⑦

①

⑧

⑪

⑩

②

③

④
⑤

⑥

⑨

海岸線における津波の高さ (単位：T.P.m)

内閣府ケース
①(2012)

内閣府ケース
⑤(2012)

内閣府ケース
⑪(2012)

1 愛南南 - 16.7 16.6
2 愛南北 - 12.8 12.2
3 宇和島 - 8.2 8.8
4 宇和島・西予 - 7.7 9.3
5 八幡浜・西予 - 8.7 9.3
6 伊方 - 21.3 20.1
7 伊予灘 3.9 - 4.6
8 燧灘 3.6 - -
9 宇和島沖島嶼部 - 9.9 10.1

10 伊予灘島嶼部 3.4 - 3.9
11 燧灘島嶼部 3.3 - -

最大クラスの津波の対象群
地域海岸

※対象津波群３ケースより、各地域海岸において特に浸水状況に影響を及
ぼすと考えられるモデルを選定し、津波浸水シミュレーションを実施した

最大クラスの津波の対象群の選定（①愛南南地域海岸）

①愛南南地域海岸
あいなんみなみ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.08mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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①

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.08m （※1)

潮位
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昭和南海地震
日向灘地震

最大クラスの津波の
対象群

2012内閣府モデル

2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル



最大クラスの津波の対象群の選定（②愛南北地域海岸）

②愛南北地域海岸
あいなん きた

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.09mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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②

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.09m （※1)

潮位
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最大クラスの津波の
対象群

2012内閣府モデル

2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

最大クラスの津波の対象群の選定（③宇和島地域海岸）

③宇和島地域海岸
う わ じ ま

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.10mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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最大クラスの津波の
対象群

2012内閣府モデル

2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル
2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

③

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.10m （※1)

潮位



最大クラスの津波の対象群の選定（④宇和島・西予地域海岸）

④宇和島・西予地域海岸
う わ じ ま せ い よ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.06mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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④
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東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

最大クラスの津波の
対象群

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.06m （※1)

潮位

最大クラスの津波の対象群の選定（⑤八幡浜・西予地域海岸）

⑤八幡浜・西予地域海岸
やわたはま せ い よ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.01mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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⑤
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2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

最大クラスの津波の
対象群

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.01m （※1)

潮位



最大クラスの津波の対象群の選定（⑥伊方地域海岸）

⑥伊方地域海岸
いかた

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.01mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.01m （※1)

潮位
⑥
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2012内閣府モデル

2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

最大クラスの津波の
対象群

最大クラスの津波の対象群の選定（⑦伊予灘地域海岸）

⑦伊予灘地域海岸
い よ な だ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.62mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件

19

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

1700 1750 1800 1850 1900 1950 2000 2050 2100 2150

年（西暦）

津
波

高
さ

T.
P

.(
m

)

宝永地震

昭和南海地震

日向灘地震

2012内閣府モデル

2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

最大クラスの津波の
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波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.62m （※1)

潮位

⑦



最大クラスの津波の対象群の選定（⑧燧灘地域海岸）

⑧燧灘地域海岸
ひうちなだ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.84mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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最大クラスの津波の
対象群

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.84m （※1)

潮位

⑧

最大クラスの津波の対象群の選定（⑨宇和島沖島嶼部地域海岸）

⑨宇和島沖島嶼部地域海岸
う わ じ ま お き とうしょぶ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.11mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件

21

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

1700 1750 1800 1850 1900 1950 2000 2050 2100 2150

年（西暦）

津
波

高
さ

T.
P

.(
m

)

宝永地震

昭和南海地震

日向灘地震

最大クラスの津波の
対象群

2012内閣府モデル

2003中央防災会議

東海・東南海・南海三連動モデル

2003中央防災会議

東南海・南海二連動モデル

波源
2012内閣府 南海トラフ巨大地震 T.P.＋1.11m （※1)

潮位

⑨



最大クラスの津波の対象群の選定（⑩伊予灘島嶼部地域海岸）

⑩伊予灘島嶼部地域海岸
い よ な だ とうしょぶ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.77mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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潮位

⑩

最大クラスの津波の対象群の選定（⑪燧灘島嶼部地域海岸）

⑪燧灘島嶼部地域海岸
ひうちなだ とうしょぶ

※1 計算条件を概算的に揃えるため、津波計算結果から潮位分1.85mを差し引いた。

シミュレーションの潮位条件
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項 目 内 容

支配方程式と数値計算法
◆非線形長波方程式をLeap-Frog差分法を用いて近似

（波源域から沿岸までの伝播や陸域への浸水）

計算時間と計算時間間隔
◆計算時間：12時間

◆時間間隔：0.1秒

対象地形

◆陸域：国土地理院・国土交通省による最新のLPデータ

・国土地理院

H21四国地区ブロック2

H21四国地区ブロック3

H21四国地区ブロック4

H23宿毛地区

H24愛媛地区

H24瀬戸内西部地区

・四国地方整備局四国技術事務所

H21重信川周辺地区

H24肱川周辺地区

◆海域：「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）」

（内閣府、平成24年8月）のデータ

◆県管理河川：河川横断測量断面等のデータを使用

◆国管理河川：河川横断測量断面を使用

粗度 ◆国土地理院の100mメッシュ土地利用データに基づき、粗度を設定。

打ち切り水深 ◆1cm程度

各種計算条件について（詳細）
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計算範囲・計算格子間隔

領域名 ﾒｯｼｭｻｲｽﾞ

第１領域 2,430m

第２領域 810m

第３領域 270m

第４領域 90m

第５領域 30m

第６領域 10m
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第２領域

第１領域

第３領域



検討体制について

○愛媛県地震被害想定調査検討委員会
開催状況：平成２４年８月～平成２５年１１月（９回開催）
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役職 所属 職 氏名 専門分野

会長
愛媛大学
(愛媛大学防災情報研究センター）

理事・副学長
（センター長）

矢田部 龍一 環境地盤工学

委員
京都大学防災研究所
社会防災研究部門

教授 小野 憲司 港湾物流BCP

委員
東北大学大学院工学研究科
災害科学国際研究所

教授 越村 俊一 津波防災工学

委員 京都大学大学院理学研究科 教授 平原 和朗 地震学

委員 愛媛大学防災情報研究センター 准教授 二神 透 都市防災工学

委員
愛媛大学大学院理工学研究科
(愛媛大学防災情報研究センター）

准教授 森 伸一郎 地震工学

敬称省略敬称省略・委員五十音順


